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有する天体として以前からタイタンが注自されているむタイタンには気体および液体の

メタン CH4があるが、メタンは長期間安定して存在できないはずなので、火山活動あ

るいは生命活動によるメタンの供給が想定される。また、タイタンにもアンモニアを主

成分とした f内部海Jがあると考えられている。しかし、タイタンの主熱源は潮汐加熱

ではなく、その実像の解明が待たれている。

氷第星であるエンセラダスも内部海(アンモニアではなく水〉を持っと考えられて

いるが、その熱源もまた実態が不明である。これらの天体について、比較惑星学ならぬ

比較衛星学的な見地から、生命存在の可能性を比較して論じる。
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Cultural Computing r文化・無意識・ソフトウェアの創造力j
要旨 :IT社会が成熟し、コンピュータの課題はシステムという績から表現内容に移行

してきている。いままで定量化できなかった橿人の主観・感性・清緒・文化・民族性を

コンピューティングできる時代の準備が整ってきた。本書は、こうした「カルチュラル・

コンピューティングjの概念を提示し、未来のコンビュータのコミュニケーション能力

に欠かせない、人間の感清・意識・記撞の違いを反映させるコンピューティングの方法

を説明する。
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